
 

                                      【対象 第 3 学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[計算] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答           ㎠    

中学校数学 問題例 

３ 根拠や筋道を明確に表現する力の育成 

（１）考えの根拠や筋道を明確にして、説明や論述ができるようにする。 

下の図は、ＡＢ＝１４㎝、ＢＣ＝１０㎝、ＡＣ＝６㎝の△ＡＢＣである。 

△ＡＢＣの面積を求めなさい。なお、途中の計算も書くこと。 
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１４㎝ 
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【解答例】 

[計算] 

頂点Ａから辺ＢＣを延長した直線に垂線ＡＨをひき、ＣＨ=ｘ㎝とする。 

 

 

 

 

 

 

 

    三平方の定理より 

     △ＡＢＨにおいて  ＡＨ２＝１４２−（１０＋ｘ）２ 

△ＡＣＨにおいて    ＡＨ２＝６２−ｘ２ 

よって 

１４２−（１０＋ｘ）２＝６２−ｘ２ 

１９６−（１００＋２０ｘ＋ｘ２）＝３６−ｘ２ 

１９６−１００−２０ｘ−ｘ２＝３６−ｘ２ 

２０ｘ＝６０ 

ｘ＝３ 

                ＡＨ２＝６２−ｘ２ 

                                    ＝６２−３２ 

           ＝２７ 

          ＡＨ>０より、ＡＨ＝３√3 

     したがって 

△ＡＢＣ＝１０×３√3×
１

２
 

              ＝１５√3 

                                  答 １５√3 ㎠ 

 

 

指導に当たって 

〇 一見して直角三角形が存在しないような場面において、解決に必要な直角三角形を補助的

に作り出すことで、三平方の定理を活用して、必要な線分の長さを求めることができるように

Ｈ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 

１４㎝ 

１０㎝ 
ⅹ㎝ 

６㎝ 



指導することが大切である。 

〇 生徒の実態に応じ、補助線となる垂線ＡＨをひいた図を提示し、解決に必要な直角三角形を

見つけさせ、三平方の定理を活用する場面を設定することも考えられる。 


